





























































































































































































































































































































































































































す．短大の 3 年生の 12 月に，4 週間の長い実習を
していました．その実習はテーマを持って行く実習
ですので，その学生は終末期患者のケアをしたいと
言って，患者さんを受け持ちました．肝臓がんの末
期の方で，肺にも転移していて，もう呼吸も苦しく
て，酸素を使っても，本当に辛い状況の，全身浮腫
の患者さんでした．家族の意向で，奥さんが告知は
しないでということで告知をしていなかったのです
が，本人は分かるんですね．医療者に対しても奥さ
んに対しても，自分を騙していると懐疑的になって
いて，気持ちがとっても荒れている状態の方でし
た．時には「お前が騙しているんだろう！」と言っ
て，ティッシュの箱を奥さんに投げつけるような場
面もありました．学生は何とかしてその辛い体を楽
にしてあげようと思って，温罨法をしましょうかと
家族のエンパワメントを支援する
175
か，マッサージしましょうかとか，気分転換はいか
がですかと言って誘うのですが，目を瞑ってですね，
「触れてくれるな！」オーラをすごく出している．
医療職も点滴を換えたり，必要最低限しか病室には
行かずにいるというような状況でした．結局，学生
はその患者さんに対する身体的ケアというのは，ほ
とんどできない状況で実習が終わりました．患者さ
んも，その実習の途中で亡くなられてしまいまし
た．学生は，もう行き場がなくて，ナースステー
ションに座って勉強した振りをしていると，指導者
や私から「ベッドサイド，行かなくていいの？」な
んて言われて，もう泣く泣く，部屋に通っていまし
た．時々，姿が見えないので探しに行くと，トイレ
や倉庫の陰に隠れて，奥さんと一緒にどっちが慰め
てるんだか分からないような感じで，二人で泣いて
いることも，よく見受けました．担当患者さんは亡
くなってしまったので，学生は本当に半ベソ状態で
実習が終わって，「先生，看護って，いったい何で
しょう？」，「医療で人は救えない」，「自分は最後の
実習がこんなふうに何もできずに終わってしまっ
た．レポートは書けない．国家試験を受けて看護師
になっていいのでしょうか？」なんて，もう深いと
ころで悩んでしまって，宥めるのが大変でした．そ
うこうしているうちに，学校宛てに，奥さんから手
紙が届きました．
　その手紙を私が先に開けて読んだんですが，
「四十九日が終わって納骨も終わり，少し気持ちが
落ち着きました．あの節は学生さんや先生に大変お
世話になりました．夫もとても気持ちが荒れてい
て，いつもはあんな人ではなかったんですが，申し
訳なかった」というようなお話でした．また，「た
だ，もう，命を救う病院の病棟の中で，死んで行く
私たちに，医療者がどんどん足が遠退いて来なくな
る．私と夫で，二人だけが，ここで死んで行くんだ
なと思っている時に，学生さんが，毎日々々，来て
くれる．妻である自分自身も本当に病院から逃げ出
したいと思うことも何度もあった．けれども，学生
さんが来るので頑張らざるを得なかった」という内
容のことも書かれていました．さらに，「学生さん
のおかげで夫を最期まで見守ることができ，本当
に，学生さんありがとうございました」妻の役目が
果たせたというお手紙だったんです．それを読んで
私はボロボロ泣いてしまい，すぐ学生に電話して呼
び出し，「病棟の看護師さんもお医者さんもできな
いケアを貴方はしたんだね」と言って，慰め，一緒
に泣きました．このように学生でも素晴らしい看護
ができるということを教えてくれたのは学生でした．
　『おくりびと』という映画にもなった，原作の『納
棺夫日記』という本の一節にこんな言葉がありま
す．「末期患者には激励は酷で，善意は悲しい．説
法も言葉もいらない．きれいな透き通った瞳をした
風のような人が傍にいるだけでいい」．この学生は，
こういう居方をしたんだなと教えてもらいました．
　これは最後になります．横須賀にある重症心身障
害者施設の理事長さんの言葉です．「医療で命は救
えたが，その人の人生は，家族の人生は救えている
か」という言葉です．とっても重い言葉なので，い
つもこんなことを考えていると身が持ちませんの
で，たまにです，たまに思い出して，襟を正しなが
ら，家族支援をこれからも続けていきたいと思って
います．
　本当に，患者さんやご家族や学生に，たくさんの
ことを教えていただいた 19 年でした．そして，こ
の 104 号教室で，とっても楽しく授業をさせていた
だきました．このような教育の場を与えていただき
ました昭和大学に感謝申し上げます．ありがとうご
ざいました．（拍手）
○司会　はい，田中先生，ありがとうございました．
○田中　質問は，なしで（笑）．すいません．
○司会　質問はなしで．最後に込められた先生の意
思を継いで，私ども残された者は教育に携わってい
きたいと考えております．田中先生，医療短大の創
設時から長い間本当にありがとうございました．
